
令和元年度 公益財団法人北九州観光コンベンション協会 事業報告書 

Ⅰ 公１：見本市・展示会事業 

１ 主催・共催事業 
（１）西日本地域の経済活性化や産業・貿易の振興に寄与するため、国や地域の行政機関等の

施策や方針との連携を図りながら、各種の見本市・展示会等を企画・開催した。主催・共
催の事業においては、「課題解決伝言板」の設置やＳＤＧｓモデル都市としての北九州市の
情報発信等を行い、情報交流型の展示会運営に取り組んだ。 

 
◆当協会が主催・共催した主な見本市・展示会         （ ）内は平成３０年度実績 

事  業  名 開催期日 入場者数 出展社数 

西日本製造技術イノベーション２０１９ 
６月１９日～２１日 ３１,６７２人 (１７,２１４) 

６６社・団体（４８）   

第４５回ふくおか産業技術振興展 １９社・団体（２１） 

第４１回西日本陶磁器フェスタ  ９月１９日～２３日 ５６,３７９人 （６４,８１３） ２３０社（２２６） 

エコテクノ２０１９～地球環境ソリューション展～ 

１０月９日～１１日 ２８,１２０人 （３０,４５５） 

４１社・団体（５９） 

エコテクノ２０１９～エネルギー先端技術展～ ８６社・団体（８５） 

エコ・ベンチャー・メッセ２０１９ １３社・団体（２１） 

中小企業テクノフェア in 九州２０１９ ５１社・団体（７０） 

Ｐ.Ｐ.Ｃ.２０１９ 第２１回西日本国際福祉機器展 １１月１４日～１６日 １８,６１１人 （２０,０６９） １４１社・団体（１１９） 

合  計 ８事業 （８事業） １３４,７８２人 （１３２,５５１） ６４７社・団体（６４９） 
 

   

 

【事業の効果的な推進に向けた主な取り組み】 

ア 見本市・展示会の価値創造 
ＳＤＧｓ未来都市・北九州市のテーマである持続可能な目標に応じた地域経済活動に取

り組むため、「次世代金融や再生エネルギーの利活用」「地域に根差した伝統工芸の振興」
「Ｓｏｃｉｅｔｙ ５.０社会課題への対応」など産業振興に注力した。また、ビジネスマッチ
ング機能や業務の共通化などに取り組み、出展社数や来場者数などの改善につなげた。 

 
○ 西日本製造技術イノベーション 

航空機産業やＳｏｃｉｅｔｙ ５.０社会に対応した先進医療・介護ロボット等のセミナー、
高機能素材「ＣＦＲＰ(炭素繊維強化プラスチック)」・「ＣＮＦ(セルロースナノファイバー)」
の特別企画展を開催、２０１３年のリニューアル以降の最大規模（出展社数：２０７社）
となった。また、溶接・接合技術の展示会「２０１９ウエルディング・フォーラムｉｎ西日
本」を２年ぶりに同時開催し、前回の同時開催時を大きく上回る入場者数３１,６７２人(前
回比１６４％)を記録した。 

 
○ 西日本陶磁器フェスタ 

特別企画として、「ＳＡＧＡ ＴＥＡ ＷＡＲＥ ＦＡＩＲ」、「未来デザインクリエイティブ～
現代の名窯 柿右衛門の世界～」を展開。著名作家の逸品を洗練されたテーブルコーディ
ネートで展示するとともに、柿右衛門窯の当主 十五代酒井田柿右衛門氏を招いてのトー

クライブを開催し高い評価を得た。また、人気作家の器で日本茶を楽しむカフェの設置
やＳＮＳを活用した広報などにより、若年層の集客につなげた。 

 
イ 成果のあがる展示会の構築（継続的マッチング支援） 

主催展示会での販売促進や商談の支援のため、出展社とユーザーとの橋渡しに努め、

より大きな成果が得られるように会期前後の活動を強化した。 
○ 製造技術マッチングフェア（商談会） 

展示会を介した地域中小企業の販路拡大支援として、（公財）福岡県中小企業振興
センターの協力を得て「製造技術マッチングフェア（商談会）」を開催した。 

 
○ 中小企業テクノフェアｉｎ九州２０１９ ビジネスマッチング事業 

産業コーディネータ集団「ＮＰＯ法人北九州テクノサポート」と連携し、マッチン
グの件数と質の向上を目指した取り組みを行い、商談成立額は前年を上回った。 

 
（２）主催・共催事業と並行して関連するセミナー、シンポジウムを開催した。 

（１０４テーマ、参加者数４,６１１人） 

 

２ 関係団体との連携事業 

（１）主催事業における産学官連携 
   主催事業のうち、産業技術分野の展示会では、国、福岡県、北九州市や大学、関係団体、

研究機関等と連携し、効果的な事業推進を図った。 
 
（２）国際化の推進 
  ア 韓国ＢＥＸＣＯ（釜山国際展示場）とのＭＯＵ事業 

ＭＯＵを締結しているＢＥＸＣＯと、主催事業の相互出展やベトナム環境展における九州
企業の販路拡大支援の実施、表敬訪問等を行った。 
相互出展においては、「ＥＮＴＥＣＨベトナム」（ホーチミン）、「ＥＮＴＥＣＨ釜山」、    

「ＫＯＲＥＣＡ２０１９」にブース出展した。「ＥＮＴＥＣＨベトナム」では７社の企業のコー

ディネートを行い、九州環境エネルギー産業推進機構（Ｋ－ＲＩＰ）と協力し、来場誘致型
のビジネスマッチングにより多くの商談を実施した。 

 
  イ 展示会の国際化 

エコテクノにおいて、ＢＥＸＣＯとの相互出展事業として「ＥＮＴＥＣＨ釜山」のＰＲブー
スを設けたほか、ＫＯＴＲＡ韓国貿易センター（福岡）や韓国大田市が韓国企業の紹介のた
め出展した。また、西日本国際福祉機器展において、「ＫＯＲＥＣＡ」のＰＲブースの設置や、
韓国大田広域市東京事務所を介しての企業出展が行われた。 

 
（３）新たな価値創造を目指した見本市運営 

全国の展示会の動向調査や展示会のステークホルダーからの要望を踏まえ、展示会のリ
ニューアルについて検討を進めた。 

また、展示会を活用したビジネスマッチングのため、出展企業と来場者を結びつける「課
題解決掲示板」を、製造技術イノベーション展・エコテクノ・西日本国際福祉機器展の３展
で実施し、地域の課題解決機能として活用した。 

 

（４）災害復興支援 

平成２８年４月の熊本・大分地震災害と、平成２９年７月の九州北部豪雨及び平成３０年西日
本豪雨では、展示会に関する団体・企業も被災しており、主催展示会で復興支援に取り組んだ。 
エコテクノでは、震災復興支援ブースを設け、被災した各県の環境・エネルギー関連企

業に参加を呼びかけ、熊本地区のほか、広島県・岡山県からも参加を得て、販路開拓・情
報発信支援に取り組んだ。（参加数８社８小間） 
また、西日本陶磁器フェスタでは、朝倉産の杉材を使用したおきあがりこぼしを展示・販売

し売り上げを寄付する、朝倉災害復興支援事業「あさくら杉おきあがりこぼし展」（主催：同展
実行委員会）を展開。広報協力と会場の無料提供により同事業を支援した。 

１ 

第 21 回西日本福祉機器展 第４１回西日本陶磁器フェスタ 西日本製造技術イノベーション２０１９ 



Ⅱ 公１：会議・大会等 

１ 誘致・支援事業 

（１）北九州市では、日本政府観光局(ＪＮＴＯ)の企画事業への積極的な参加による連携強化や、
地元及び首都圏等の学会・大会等のキーパーソンとのネットワークの深化・拡大への取り
組み、グローバルＭＩＣＥ推進協議会との連携による海外セールス、商談会への参加等を
行い、積極的な誘致活動を進めた。ＪＮＴＯ発表の２０１８年の国際会議開催件数は全国８位
と前年同様の好成績をおさめた。 

国際規模をはじめとする学会・大会等の誘致に積極的に取り組んだ結果、令和元年度の
開催状況は、３１６件となった。また、これらの誘致活動および開催助成金の効果的な活
用の成果として、令和２年度以降に合計２１７件（令和２年３月３１日現在）のコンベン
ションが予定されている。 
なお、観光庁作成の「ＭＩＣＥ開催による経済波及効果測定モデル」によれば、令和元年

度の当協会が誘致し開催した案件による経済波及効果（間接２次波及効果、雇用効果を含

む）の推計値は８３億８,１８０万円であった。 
 

◆ 年度別開催件数の推移                     （単位：件） 

区 分 国際 全国 その他 合計 

Ｒ１年度 １２７ ７３ １１６ ３１６ 

Ｈ３０年度 １１４ ８０  ８７ ２８１ 

Ｈ２９年度 １２１ ７５  ８６ ２８２ 
 

◆ 年度別参加者数の推移                     （単位：人） 

区 分 国際 全国 その他 合計 

Ｒ１年度 ７２,０８８ ７５,７４５ ５０,２８８ １９８,１２１ 

Ｈ３０年度 ８６,３７２ ６９,２５６ ４０,９１３ １９６,５４１ 

Ｈ２９年度 ３５,１４７ ８９,９５７ ８９,１７３ ２１４,２７７ 

 

◆ 令和元年度開催の主な会議・大会 

規模 名 称 開催時期 会 場 規 模 
（外国国数、人数） 

国際 

5th IEEE International Conference on Applied System 
Innovation (IEEE ICASI 2019) 

R1年 
4月 

北九州国際会議場 
AIM3F 

760 人 
(5 ヵ国 700 人） 

Asia Pacific Conference2019 
（九州歯科大学アジア太平洋カンファレンス２０１９） 

R1年 
5月 

九州歯科大学 
680 人 

(2 ヵ国 70 人） 

79th Analytical Chemistry Symposium 
（日本分析化学会 第７９回分析討論会） 

R1年 
5月 

北九州国際会議場 
AIM3F 

2,000人 
（6 ヵ国 180 人） 

The 2019 Asian Control Conference  

（アジア自動制御学会 ASCC2019） 
R1年 
6月 

北九州国際会議場 
1,950人 

（23 ヵ国1200 人） 

57th Annual Meeting of the Adhesive Society of Japan 
（第５７回日本接着学会年次大会） 

R1年 
6月  

北九州国際会議場 
1,072人 
（4 ヵ国 93 人） 

The 8th International Conference on Frontier Computing 
(FC2019) 

R1年 
7月 

北九州国際会議場 
200 人 

（11 ヵ国 180 人） 

World Mathematics Invitational 
(ＷＭＩ世界数学決勝大会） 

R1年 
7月 

西日本総合展示場新館 
1,500人 

（15 ヵ国1500 人） 

The 5th International Conference on Fuzzy Systems and 
Data Mining (FSDM2019) 

R1年 
10月 

北九州国際会議場 
489 人 

（19 ヵ国 440 人） 

62nd Autumn Meeting of the Japanese Society of 
Periodontology 
（第６２回秋季日本歯周病学会学術大会） 

R1年 
10月 

西日本総合展示場新館 
北九州国際会議場 
AIM3F 

5,622人 
（3 ヵ国 48 人） 

AILCD International Workshop 2020 
R2年 
2月 

北九州学術研究都市 
1,100人 
（5 ヵ国 880 人） 

規模 名 称 開催時期 会 場 規 模 

全国 

第４５回日本熱傷学会総会学術集会 
R1年 
5月 

北九州国際会議場 1,140人 

公益社団法人日本リウマチ友の会 

第５９回全国大会 

R1年 
6月 

リーガロイヤルホテル小倉 600 人 

第４４回 海洋開発シンポジウム２０１９ 
R1年 
7月 

北九州国際会議場 796 人 

第３９回日本骨形態計測学会 
R1年 
7月 

北九州国際会議場 700 人 

令和元年度 全国高専フォーラム 
R1年 
8月 

北九州国際会議場 
AIM3F 

1,500人 

令和元年度 

日本私立大学協会 事務局長相当者研修会 

R1年 
10月 

リーガロイヤルホテル小倉 
TKP ｶﾝﾌｧﾚﾝｽｾﾝﾀｰ 

1,200人 

一般社団法人 日本塗装工業会 

第２６回全国建築塗装技能競技大会 

R1年 
10月 

西日本総合展示場新館 
北九州国際会議場 

2,000人 

北九州港開港１３０周年記念事業 

「JWPA１０周年記念 洋上風力シンポジウム」 

R1年 
10月 

北九州国際会議場 
明治学園、他 

1,599人 

九州 

西日本 

第１６回 

日本褥瘡学会九州沖縄地方会学術集会 

R1年 
5月 

ソレイユホール・ 
男女共同参画センタームーブ 

2,609人 

第２３回日本救急医学会九州地方会 
R1年 
5月 

北九州国際会議場 1,000人 

 

  

 

（２）主な取り組み 

○誘致営業 

学会・大会の開催情報を早期に入手して積極的な誘致活動に取り組み、新規誘致件数
（令和元年度中の誘致営業により北九州市での開催が決定した件数）は ２９４件と目標
を上回る結果を残すことができた。 
また、関係機関との連携や人的ネットワークの活用により、国際・全国レベルのキー

パーソンにアプローチするとともに、ＭＩＣＥ受け入れの態勢の強化を図った。 
 

○スポーツ誘致 

第１回北九州市長杯兼第１４回西日本新聞社旗争奪夏季野球大会、第７１回全日本学生
新体操選手権大会、第２４回全日本レディースソフトボール大会等の誘致を行い、４５件、
延参加人員７万人のスポーツイベントを北九州市に誘致することができた。 

 
○グローバルＭＩＣＥの推進強化 

国際会議協会ＩＣＣＡのネットワークの活用やアジア太平洋地区事務局との連携強化に
より国際会議誘致に取り組むとともに、ＪＮＴＯと連携し、「ＪＡＰＡＮ ＭＩＣＥセミナー」
(シンガポール)や、中国・ベトナムでのインセンティブ商談会、「ＡＩＭＥ２０２０」（オー
ストラリア）等の商談会に参加し、学協会の国際団体、コアＰＣＯ等に誘致営業を行った。 
また、ＪＮＴＯロンドン事務所から国際エネルギー機関(ＩＥＡ)のワークショップ開催地

リサーチの情報を得て、北九州市の開催地としての好適性を提案、ワークショップのア

ジア初開催に結び付け、当協会がＩＥＡロンドンを全面サポートした。 
 

２ 

WMI 世界数学決勝大会 第５７回日本接着学会年次大会 



○ローカルホストとの連携強化、首都圏交流会の開催 
大学等との「コンベンション誘致・開催に関する連携協定」を活かした大学の教授会で

のＭＩＣＥ説明会や、ローカルホストとの交流会を開催し、連携強化を行った。また、首
都圏の大学教員等の会議主催者との交流会を、一体的な都市圏・経済圏を形成する下関市
と共同で開催した。 

 
○ユニークベニューの活用とアフターコンベンションの強化 

ミクニワールドスタジアム北九州の特別ラウンジを使用
したバンケットが多くの学会・大会で活用され、広く定着し
た。また、小倉城の天守閣・しろテラス、関門海峡ミュージ
アムのマリーナテラスＫＡＩＴＯが特別感を演出する空間と
してアフターコンベンションの新たなメニューとなった。 

 

２ 主催・共催事業 

国際会議場等を活用し、幅広い年齢層を対象に各種イベントを実施した。 

 ◆イベント・大会等の企画、開催（主催・共催）     ※（ ）内は平成３０年度実績 

事  業  名 開催期日 入場者数 

小倉まちづくりミーティング泡盛ナイトｉｎこくら Ｒ１年７月３１日 １９１人 (１６６人) 

第２６回北九州将棋フェスティバル Ｒ１年９月１４日～１５日 ８３７人 （７８７人） 

※第１９回全国俳句大会 in北九州は新型コロナウイルス感染症拡大により中止 

 

 

Ⅲ 公１・収１：貸館利用者の誘致・営業強化 

１ 営業体制の強化 

（１）リピーターへの定着化フォロー及び過去利用者への提案営業 
中古車・家具の展示会や試験会場等の既存利用者に、次回日程提案等の積極的なフォロー

行い定着化を図った。また、過去の展示場の顧客データを分析するとともに、隔年開催や
利用頻度が減少等している顧客に対し、定期訪問による施設利用の働きかけや集客支援な
どの提案営業を実施し、１１件の復活開催が実現した。 

 
（２）新規利用者の開拓 

ゲーム大会や社内技能競技会、大学の入学試験会場、アニメコンサートなど２５件の新規

展示会等を開催した。 
 
（３）大規模イベントの誘致と支援 

４・５月のゴールデンウィークに人気スマホゲーム「グラブルエクストラフェス２０１９福岡」
が展示場新館で開催された。１０月には久光製薬(株)の社内運動会「Ｈｉｓａｍｉｔｓｕ ＯＰ・
ＰＰ～未来への貼戦～」が東京２０２０オリンピック・パラリンピックのプレイベントとして
展示場新館で開催された。また、同じく１０月に今回で５回目の開催となる「東京ガールズ
コレクション２０１９」（ＴＧＣ ＫＩＴＡＫＹＵＳＨＵ ２０１９）を、１１月には今回で６回目の開
催となる「北九州ポップカルチャーフェスティバル２０１９」(ＫＰＦ２０１９)が開催され、北九
州市の活性化と経済効果を促した。 

 
 ◆令和元年度 新規及び利用が復活した主な展示会・見本市等の誘致実績 

催 事 名 催 事 名 

ＡＫＢ４８大握手会 （Ｈ３１年４月） 第１回全国トヨタ販売店サービス技術コンクール九州地区 
大会                                 （R１年１１月） 小倉ハンドメイドマルシェ （R１年５月） 

２０１９北九州フードフェア （R１年５月） ＦＧＯウインターキャラバン２０１９-２０２０～カルデアパーク 

（R１年１２月）               いきもの KINGDOM in 北九州 （R１年７・８月） 

第１回北九州ミネラルマルシェ （R１年８月） ＴＯＭＯＲＲＯＷ Ｘ ＴＯＧＥＴＨＥＲリリース記念特典会 
（R２年１月） 北九州 子どものための大昆虫展 （R１年８月） 

令和元年度 第１回運行管理者試験 （R１年８月） 西南学院大学 一般入試 （R２年２月） 

２０１９ファディ大展示商談会 （R１年９月） ＬＯＶＥＬＩＶＥ！ ＳＵＮＳＨＩＮＥ！！ ＵＮＩＴＬＩＶＥ ＡＤＶＥＮＴＵＲＥ 
２０２０                           （R２年２月） Hisamitsu OP・PP～未来への貼戦～ （R１年１０月） 

第５回スプラトゥーン甲子園 九州地区大会 （R１年１１月）   

 

 
２ 閑散期対策等のイベントコーディネート 

７月に「トミカ博 in ＫＩＴＡＫＹＵＳＨＵ」をＦＢＳ福岡放送と展示場本館で開催した。 

平成２９年度に続き４回目の開催となり、会期を４日

間から５日間に戻したことで、来場者は６.６万人（前回

５.９万人）となった。また、過去最多動員（２２,１１８人）

となった７月１４日(日)には、熱中症対策として入場待

機導線を展示場新館Ａ区画内に設けた。 

７月下旬からは、札幌市で体験型ふれあい動物園を運

営しているノースサファリサッポロが「いきものＫＩＮＧ

ＤＯＭ in 北九州」をＲＫＢ毎日放送と展示場本館で初

開催した。３１日間の会期で７万人が来場した。 
 

◆ 令和元年度 閑散期対策イベント等 

催  事  名 会  期 入場者数 

トミカ博 in KITAKYUSHU R1/7/12～17 ６５,８２８名 

いきもの KINGDOM in北九州 R1/7/26～8/25 ７０,０７９名 

合      計   １３５,９０７名 

 

<参考> 令和元年度 北九州市のＭＩＣＥ開催実績 

区 分 件 数 参加人数 経済波及効果（間接・雇用効果を含む） 

会議・大会等 ３１６件 １９８,１２１名 ８,３８２百万円 

見本市・展示会・イベント  ２５件 ３５０,１４２名 １３,３８７百万円 

合計 ３４１件 ５４８,２６３名 ２１,７６９百万円 
 

※開催実績の対象は、以下の２つの条件を満たすもの。ただし、展示即売など主に営業目的とするものは除く。 

 ①北九州市ＭＩＣＥ誘致推進本部事務局（北九州市産業経済局観光にぎわい部及び当協会）が誘致・開催支援・実施したもの。 

 ②北九州市地域以上を参加規模とするもの。 

※経済波及効果は、観光庁の「ＭＩＣＥ開催による経済波及効果測定モデル」により算定。 

 

 

 

 

 

  

 

３ 

マリーナテラス KAITOでのバンケット 

いきものＫＩＮＧＤＯＭ in北九州 

グラブルエクストラフェス 2019福岡 Hisamitsu OP・ＰＰ～未来へ貼戦～ 



Ⅳ 公１・収１：広報・宣伝、地域連携 

１ 広報、宣伝 

ホームページでのイベント情報・施設紹介、協会主催事業やコンベンション誘致に関する

情報の提供をおこなったほか、広報誌「催事案内」の発行を行い集客に活用した。また、北

九州市の玄関口である北九州空港やＪＲ小倉駅では、施設内にある電照広告看板やマルチビ

ジョンを用いて施設ＰＲを行った。 

 

２ 地域連携 

小倉駅新幹線口エリアの地域振興団体と共同で、交流イベント

や地域清掃活動等の実施、「こくらマップ」の作成及びＭＩＣＥ参

加者等への配布を行い、地域の活性化・にぎわいづくりに取り

組んだ。 

 また、ＪＲ主要駅に近接する施設の特徴を生かすため、ＪＲ

九州・ＪＲ西日本と連携し、ポスター・チラシの掲出やパンフ

レットの配布など、効果的な主催事業等のＰＲを行った。 

 

 

Ⅴ 公・収１：管理・運営 

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、令和２年２月以降は催事の開催自粛が相次ぎ、

令和２年３月は大型イベントを中心にほとんどの催事がキャンセルとなった。感染拡大以前

の実績が好調に推移していたため、利用実績の大幅な減少にはならなかったが、稼働率等が

前年を下回る要因となった。 

 

１ お客様満足度の向上 

（１）サービスの向上 

利用者に対して、そのニーズを的確にくみ取り、丁寧な対応すること心掛けた。また、

ウェブサイトでの会議室利用料等の概算シミュレーションが可能な予約サポートシステム

の活用により、利用者の利便性向上に努めた。 

ミクニワールドスタジアム北九州での試合やイベント開催時には、スタジアム来場者が

展示場・会議場利用者に影響が及ばないよう、ギラヴァンツ北九州等の主催者・関係者と

事前に会場周辺についての打ち合わせを行い、トラブル防止に努めた。また、北九州国際

会議場で開催されている国際会議のバンケット（交流会等）をスタジアムで開催するなど、

一体利用にも努めた。 

 

（２）職員の資質・能力の向上 

職員の新規採用により人材の充実を図るとともに、「国際会議場施設協議会」「全国展示

場連絡協議会」の担当者実務セミナーを受講等により、職員の資質・能力の向上を図った。 

 

２ 利用料金の見直し 

北九州市に誘致された大規模国際大会のため、弾力的な運用を行い、開催支援を行った。 

また、労働力不足等による委託費・修繕費の上昇や消費税率改正等への対応と、収益向上

に向け料金体系を検討し、令和元年１０月に展示場本館の利用料金及び駐車場料金の改定を

行った。 

 

 

 

３ 管理業務の効率化 

本館・大展示場の天井照明のＬＥＤ化による電力使用量の低減や、メンテナンス等委託業務

の内容の見直しなど、管理経費の削減に努めた。また、国際会議場へのテナント入居促進や、

全国規模の賃貸会議室ポータルサイトでのＰＲなど、増収対策に取り組んだ。 

 

４ 施設の改修等 

  施設の老朽化対策や利便性・安全性の向上等のため、施設設備の改修更新等を行った。 

  ＊展示場本館：屋根防水改修工事、大展示場照明ＬＥＤ化、主催者室空調機更新、等 

  ＊展示場新館：過電流継電器交換修繕、消防設備修繕、主催者室等扉老朽化対策、等 

  ＊国際会議場：トイレ洋式化工事、テナント用事務室改修、冷温水循環ポンプ補修、等 

 

５ 施設の稼働率等 

◆西日本総合展示場本館の利用状況 

区分 件数（件） 稼働日数（日） 稼働率（％） 入場者数（万人） 

Ｒ１年度 ６１ ３０８ ８８．０ ２７ 

Ｈ３０年度 ６４ ２９９ ８６．９ ２４ 

Ｈ２９年度 ６７ ２８５ ８０．３ ３２ 

 
◆西日本総合展示場新館の利用状況 

区分 件数（件） 稼働日数（日） 稼働率（％） 入場者数（万人） 

Ｒ１年度 １７１ ２７４ ７８．３ ５７ 

Ｈ３０年度 １９３ ３０９ ８６．６ ５６ 

Ｈ２９年度 １７９ ２８６ ７９．２ ６９ 

 
◆北九州国際会議場の利用状況 

区分 件数（件） 稼働日数（日） 稼働率（％） 入場者数（万人） 

Ｒ１年度 ５３６ ３２３ ９１．０ ７ 

Ｈ３０年度 ５３９ ３３４ ９６．０ ８ 

Ｈ２９年度 ５５７ ３２５ ９４．５ ６ 

 

６ 指定管理 

  指定管理期間（令和元年度～５年度）の初年度であった令和元年度は、終盤で新型コロナ

ウイルス感染症拡大の影響があり、指定管理計画に掲げた目標（来場者数（展示場・会議場）

９６万人、コンベンション誘致件数２５０件など）のうち一部は未達となったが、感染症拡大

以前が好調であったため、若干の未達にとどまり概ね達成（来場者数９１万人、コンベンショ

ン誘致件数２９４件など）した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

LOVEあさのクリーンアップ活動 



Ⅵ 公２：観光客の誘致及び滞在化の促進 

上期は順調に実績を伸ばしたが、下期はインバウンドの減少や新型コロナウイルス感染症の

拡大により、観光客の減少とセールス活動の自粛などの影響が生じた。 

 

１ 観光客誘客事業・滞在化促進事業 

北九州市及び観光関連企業で「北九州市国内観光客等誘致促進協議会」等を組織し、国内・

海外において本市の観光資源や新しい観光情報等のＰＲを行った。令和元年度はＪＲ門司港

駅や関門海峡ミュージアム、小倉城のリニューアルオープンをＰＲし、門司港レトロエリア、

小倉エリアへの集客増を図った。 
 
【北九州市国内観光客等誘致促進協議会事業】  

ＫｉｔａＱフェス in ＴＯＫＹＯ（東京都・１１月９日～１０日）での観光ＰＲや、北九
州観光キャンペーン in 関東（１１月６日～８日）での新聞社・ラジオ局への表敬訪問、

旅行会社へのセールスを実施した。 
また、ハローキティを活用した観光ＰＲを行い、スマホ等のＧＰＳ機能を活用したＡＲ  
フォトスポットの設置やバスツアーを実施した。 

 
【北九州市国際観光推進協議会事業】  

誘致助成金事業や、韓国、台湾での観光プロモーション等を実施し、海外からの観光客

の誘致を図った。 

・ 韓国「２０１９ハナツアー旅行博覧会」への出展（ソウル市・６月７日～９日） 

・ 台湾エージェントセールス・商談会（台北市、台中市、高雄市・１０月２１日～２４日） 

・ 香港エクスプレスＦＡＭツアー（１１月１９日～２２日） 
 
【北九州産業観光センター実行委員会事業】 

市内外のイベントに出展し、産業観光ＰＲを実施した。 

・ 「ひろしま旅文化祭」(ジ アウトレット広島・１０月５日～６日) 

・ 「ツーリズムＥＸＰＯジャパン２０１９」(インテックス大阪・１０月２４日～２７日) 

・ 「北九州マラソン２０２０」（西日本総合展示場新館・２月１５日～１６日） 

・ 「ギラヴァンツ北九州ホーム初戦」（ミクニワールドスタジアム北九州・２月２３日） など 

 

２ 修学旅行誘致事業 

北九州市及び修学旅行関連企業と連携し、主要都市の旅行会社へのセールス活動を行った。 

【訪問都市】 

第１回 ： 岡山市・高松市・高知市・松山市・広島市 計３３社（中学生対象） 

第２回 ： 福井市・金沢市・長野市・松本市 計１９社 （高校生対象） 
第３回 ： 佐賀市・佐世保市・島原市・大村市・長崎市 計１８社（小学生対象） 

 

 

Ⅶ 公２：観光都市北九州の広報宣伝と観光情報の収集・調査 

企画広報宣伝・情報収集調査事業 

 機関誌・観光関連書籍の発行やホームページ等の運営により、広報宣伝と観光情報の収集・

調査に努めた。 
 
（１）機関誌の発行  

 季刊情報紙「誘ｉｎｇ北九州観光だより」の発行 

春号(４月１日)､ 夏号(７月１日)､ 秋号(１０月１日)､ 冬号(１月１日)  各１０,０００部  
 

 
（２）ホームページ等の運営  

平成２９年３月より公開していた関門ＰＲムービー「ＣＯＭＥ ＯＮ！関門！～海峡怪獣～」

のＹｏｕＴｕｂｅ動画再生回数が１億回を突破した。自治体制作のＰＲ動画としては異例の再

生回数であり、当ＰＲムービーで全世界に向け積極的な観光ＰＲを行った。 
 
① ぐるリッチ！北Ｑ州 

② フェイスブック            

③ Ｉｎｓｔａｇｒａｍ     

④ Ｔｗｉｔｔｅｒ       

アクセス数 

いいね！件数 

フォロワー数 

フォロワー数 

９２８,４４７件 

９,６８０件 

７,６５８件 

２,８７６件 

 
（３）観光関連書籍の発行 

北九州観光カレンダー ８,０００部（１１月１日発行） 

 

Ⅷ 公２：観光に関する人材の育成及び啓発 

１ 百万にこにこホスピタリティ運動 

食事やお土産品購入、観光に活用できる北九州いろいろマップの制作（１０,０００部）や、

門司港地区において観光従事者の研修会を実施した。 

 

２ 観光案内ボランティアの養成及び派遣 

（１）観光案内ボランティア制度運営 

旅行会社等からの依頼による門司港レトロ地区等でのガイド活動や、イベント、祭りに合

わせて設置した特設観光案内所でのガイド活動を実施した。また、ガイドのレベル向上のた

め観光案内ボランティア研修会を開催した。 

① 旅行会社等からの依頼による門司港レトロ地区をはじめとするガイド活動 

・ガイド件数   １,１３５件（特設観光案内所含む） 

・ガイド人数 ２３,８４８名（特設観光案内所含む） 

・活動者数   １,９４５名 
 
② イベント、祭りにあわせて設置した特設観光案内所でのガイド活動 

とばた菖蒲まつり（６月８日～９日）、小倉祇園太鼓（７月２０日～２１日）、 

戸畑祇園大山笠（７月２７日）、わっしょい百万夏まつり(８月３日～４日) 
 
③ 観光案内ボランティア研修会  

・全体研修会（８月・１０月） 

・明治日本の産業革命遺産インタープリテーション研修  

への参加（１月） 

・明治日本の産業革命遺産ガイド研修会への参加（２月） 

・九州観光ボランティアガイド研修会への参加（１月） 

  など 
 
（２）北九州観光市民大学 

期  間  １０月１６日～１月２２日 計１３回 

会  場  北九州国際会議場 ほか 

受講者数  ４０名 

（うち、北九州市観光案内ボランティア登録者２４名） 

 

 

 

５ 

北九州観光市民大学 
観光案内ボランティア 



Ⅸ 公２：特産品の紹介・宣伝 

ＭＩＣＥ事業と観光事業の連携、および地元事業者とのコラボレーションによる新しい土産品の

開発に取り組み、都市鉱山リサイクルによりパソコン等の廃電子基板から回収した「金」を利用

した「金のしおり」の開発・販売を行ったほか、ものづくりの街 北九州ならではの「３Ｄボルト

型ＵＳＢメモリ」を北九州おみやげ館とＴＯＴＯミュージアムショップで販売した。 

また、特産品のＰＲ、ホームページ・臨時売店での販売を行った。 
 

  

 
（１）特産品パンフレットの作成配布 

特産品を紹介するパンフレットを作成、市内各所に設置し観光客等にＰＲを行った。 
 
（２）ホームページでの紹介、販売（オンラインショップ）等  

・北九州観光市場   発注件数   ２３０件 

・楽天市場      発注件数   ８２１件 

・ふるさと北九州市応援寄附金返礼品 受注件数 ７２７件 
 
（３）大規模イベント会場での臨時売店設置 （主なもの） 

<市内>  

・第６０回（公社）日本食品衛生協会九州ブロック大会 ： ５月１６日 北九州国際会議場 

・全日本視覚障害者協議会第３４回福岡大会 ： ６月１日 ホテルクラウンパレス北九州 

・第２６回北九州将棋フェスティバル ： ９月１５日 北九州国際会議場 

・北の九州マルシェ inイオン若松店 ： ９月１４日～１６日 イオン若松店 

・ZONTA CLUB ： １０月１０日～１２日 リーガロイヤルホテル小倉 

・第６１回朝日新聞社杯競輪祭 ： １１月１９日～２４日 北九州メディアドーム 

・第５３回日本痛風・尿酸核酸学会総会 ： ２月１３日～１４日 北九州国際会議場 

・北九州マラソン２０２０ ： ２月１５日～１６日 西日本総合展示場新館 

・第２２回ニュージェネレーションテニスジュニアスカウトキャラバン全国大会 

 ： ２月１８日 穴生ドーム 
 
<市外>  

・「北の九州」歌舞伎座木挽町広場 北九州物産展 

 ７月２９日～８月３１日 歌舞伎座木挽町広場 

・ラグビーワールドカップ２０１９ＰＲブース １０月２日・９日 大分スポーツ公園総合競技場 

・ひろしま旅文化祭２０１９ １０月５日～６日 ジ アウトレット広島 

・ＫｉｔａＱフェス in ＴＯＫＹＯ １１月９日～１０日 東京都・アーツ千代田３３３１ 

・お城ＥＸＰＯ２０１９ １２月２１日～２２日 横浜市・パシフィコ横浜 

 

 

 

Ⅹ 公２・収２：観光に関する施設の管理運営 

１ 観光案内所運営業務（公益目的事業） 

【北九州市観光案内所運営協議会】 

北九州市、ＪＲ九州、西鉄バス北九州、北九州エアターミナルと北九州市観光案内所運営

協議会を組織し、官民一体となり市内３箇所の観光案内所におけるサービス強化を図った。  

・案内件数 

北九州市総合観光案内所   ６６,０４７件 

門司港駅観光案内所     ２２,５３１件 

北九州空港総合観光案内所  ５２,２０６件 

 

【北九州産業観光センター】 

北九州産業観光センター（北九州市、商工会議所、当協会）において、産業観光協力企業

と工場見学等に関する調整を行うとともに、産業観光ツアー及び工場夜景クルーズへのガイ

ド・ナビゲーターの派遣等を行った。 

・参加状況  

産業観光視察                 ２１件   ５２２名 

工場夜景ツアー（クルーズ、バス）       １０件   ５４０名 

工場夜景定期クルーズ（実施主体：関門汽船㈱） ９０件 ３,６７３名 

 

 

２ 土産品・特産品売店の管理運営（収益目的事業） 

 門司港レトロ地区の主力のお土産センターとして「北九州おみやげ館」を運営。免税店とし

ての機能を活用した外国人旅行者への特産品ＰＲ・販売の促進や、キャッシュレス消費者還元

事業加盟店登録によるキャッシュレス化の促進、新ＰＯＳレジの導入による売れ筋データの集

約・分析など、販売の促進・強化を行った。 

また、ＴＯＴＯミュージアムでは、売店の運営を受託し、産業観光と連携した土産品の紹介・

販売を行った。 
 
（１）土産品、特産品売店の運営 

・北九州おみやげ館 

・ＴＯＴＯミュージアムショップ 
 
（２）門司港レトロ駐車場の管理運営  

・利用台数（乗用車） ６５,１８９台 

 

 

３ 小倉駅イベント広場等の管理運営（収益目的事業） 

  －ＪＡＭ広場、ＪＡＭビジョン－            

ＪＲ小倉駅３階在来線改札口前のＪＡＭ広場について、  

イベントや観光展などへの貸し出しを行った。 

また、同場所において、大型映像装置「ＪＡＭビジョン」 

で、市政情報・啓発ＣＭや観光情報、広告ＣＭ等の放映を   

行った。 

 

 

 

６ 

ＪＡＭ広場・ＪＡＭビジョン 

金のしおり ３Ｄボルト型ＵＳＢメモリ 

北九州おみやげ館 


